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ことばの贈り物ことばの贈り物
“ありがとうメッセージ”“ありがとうメッセージ”
入賞作品発表入賞作品発表

　身近な暮らしの中で感じた“感謝の気持ち”や“伝
えたい思い”などを、39（サンキュー）文字以内
で表した「ありがとうメッセージ」を募集したと
ころ、1,240点の応募がありました。その中から
選ばれた優秀賞作品と入選者をご紹介します。

（順不同、敬称略）

●勝山サンプラザ
　　　平成28年1月8日㈮～ 1月27日㈬
●市立図書館
　　　平成28年1月29日㈮～ 2月21日㈰

荒井允友季（村岡小1）
野地　慶大（荒土小1）
川崎　一樹（成器南小2）
出口　望冬（成器南小2）
笹木　咲楽（荒土小3）
小林　千晃（鹿谷小3）
吾田　杏奈（鹿谷小4）
林　　佳歩（村岡小4）
中村　有伽（平泉寺小4）
福島　夏生（荒土小5）

細川　蓮斗（成器西小5）
細野　りえ（野向小6）
島田美紗希（荒土小6）
櫻井　莉聖（成器南小6）
荒井　優花（勝山南部中1）
水井　菜月（勝山中部中1）
竹内　未来（勝山北部中2）
川内　鈴華（勝山中部中2）
齋藤　日和（勝山南部中3）
前田　泰吾（勝山中部中3）

入　選

問　未来創造課
　　（市役所２階）

☎88 ｰ 1115

平成27年度
人権啓発活動 地方委託事業

ありがとうメッセージ入賞作品展示

おかあさん、おとうさん、かぞくへ

「おかえり」といつもわたしを
まっている。
やさしいかぞくがわらってる。
ありがとう。

はるなより
　　　　（鹿谷小学校１年

宇佐美　陽菜）

パパへ

いつも野球練習をしてくれて
ありがとう。
うまくなったけど、もっと強
くなりたいよ。

勇之介より
　　　　（村岡小学校２年

東川　勇之介）

耳のふ自由なおばあちゃんへ

耳があまり聞こえないのに、
わたしの話に
一生けん命耳をかたむけてく
れてありがとう。

ゆらより
　　　（北郷小学校３年

仲谷　優来）

お母さんへ

いつも、むかむかしている
時にぎゅ～とだきしめて
くれてありがとう。すごく
おちつく。

ゆい花より
　　（村岡小学校４年

梨木　唯花）

お父さんへ

いつも、仕事でつかれて
帰ってきても私の前では
笑顔で話してくれてあり
がとう。

西尾　まみより
　　（成器西小学校５年

西尾　真美）

おばあちゃんへ

いつもぼくを支えてくれ
た。「ちゃんと大きくなっ
てや。」ぼくはその気持ち
に答えたい。

裕亮より
　　（北郷小学校６年

竹内　裕亮）

お母さんへ

だめな事はだめ、いい時
はいい、あたり前だけど、
しっかり言ってくれてあ
りがとう。

森　七瀬より
　（勝山中部中学校１年

森　七瀬）

しんせきのおじいさんへ

勉強のとき、自分に厳しく
やれと教えてくれてあり
がとう。その一言で頑張
れました。

宇佐美　蓮より
　（勝山中部中学校２年

宇佐美　蓮）
お母さんへ

「ありがとう。いつもご
めんね。」
そっとつぶやく感謝の言
葉、届くといいな。

祐子より
　（勝山南部中学校３年

中村　祐子） おかあさんへ

“スマホより顔みてはな
すとあったかい”
めっちゃいいことばや
とおもったよ。

みおより
　（勝山中部中学校３年

原田　澪）
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地方創生を目指し、２つの協定を締結
　市では、移住・定住を促進するために「雇用対策協定」　市では、移住・定住を促進するために「雇用対策協定」
と「勝山市空き家情報バンクの拡充及び勝山市への移住・と「勝山市空き家情報バンクの拡充及び勝山市への移住・
定住促進に関する協定」を新たに締結しました。今後、相定住促進に関する協定」を新たに締結しました。今後、相
互に協力し、市の労働環境・住環境を全国に情報発信して互に協力し、市の労働環境・住環境を全国に情報発信して
いきます。いきます。
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空き家情報バンクとは

　空き家の売却や賃貸を希
望する所有者などから申し
込みを受けた物件の情報を
公開し、空き家の利用を希
望する方に対し紹介を行う
システムです。


